
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども青少年局の発展期を支えて 
 

石井久士さん 

（２代目 名古屋市子ども青少年局長） 
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 ＜プロフィール＞ 

石井久士さん 

1950 年、名古屋市北区生まれ。1973 年に

愛知教育大学教育学部卒業後、名古屋市

立清水小学校、名古屋市立小碓小学校、

名古屋市立あずま中学校の教員として教

壇に立つ。その後、名古屋市教育センタ

ー、教育委員会教職員課を経て、名古屋

市立丸の内中学校教頭、市立南天白中学

校校長を歴任。さらに、教育委員会事務

局の学校保健課指導主事、指導室主任指

導主事首席指導主事、指導室長、学校教

育部長、事務局教育次長を経て、2008 年

子ども青少年局局長（2 代目）就任。保育

園、養護施設、トワイライトスクール、

教育委員会との調整等に尽力した。2011

年 3 月に名古屋市役所を退職。 

 

 

 

インタビュー日時：2024 年 11 月 20 日 

聞き手：松村智史（人間文化研究科/都市    

政策研究センター） 

 

 

松村 では、石井先生、どうぞよろしく

お願いします。 

 

石井 よろしくお願いします。 

 

松村 まず先生の生い立ち、歩みといい

ますか、差し支えない範囲で結構ですの

で、教えていただけますでしょうか。 

 

石井 私は、名古屋から出たことのない

人間で、北区で生まれ、区内の中学校を

卒業して、県立明和高校へ進学し、愛知

教育大学へ進みました。 

 教員になりたいという特に強い意志は

なかったのですけど、一期校への入学が

かなわず、自宅から通学できる公立の大

学として愛知教育大学を選択しました。

当時は、この地域の公立の文系学部は名

市大の経済学部と愛知県立大の文学部と

教育大学ぐらいしかありませんでした。

法学関係を勉強したかったので、多少な

り学べそうな、愛教大の小学校教員養成

課程へ進学し、社会科の教室に所属しま

した。進学後も特に教員への志望が強く

なったわけではないのですが、周りの学

生は教員志望も多く、自動的とは言いま

せんが、教員になるレールが敷かれてい

ましたので、教員への道に進みました。

特に強い志望があったわけではないです

が、教育実習などでも強い拒否感もなか

ったので、たまたま愛知教育大学に進学

したのがきっかけで、教員になったとい

うのが率直なところです。 

 昭和 48 年４月、初任は、北区の清水小

学校で６年間お世話になりました。小学

３年生から始まり、4、5、6、1、2 年と学
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年を一巡しました。１年生では、今も、

印象に残る多くの経験をいたしました。 

次に港区の小碓小学校へ転任しまし

た。転任し、3年経たところで、中学校へ

転任する気持ちはないかと教頭から告げ

られました。当時は、全国的に校内暴力

等で荒れる中学校と呼ばれていた時代で

す。そんな時に、敢えて中学校へ赴任し

たいとは思いませんでしたが、教頭に説

得され、教職１０年目に東区のあずま中

学校へ転任しました。全市的に見れば比

較的落ち着いているほうの学校でした

が、今から思えば、それなりには荒れて

いました、初めての中学校で、7年間頑張

りました。その頃は今と違って学校間暴

力。生徒が公園に集まって、バットや角

材などを持って、けんかをするのです。

大学紛争とかで適用されていた凶器準備

集合罪が、あの頃には中学生の学校間抗

争事件に適用されたとも耳にしました。 

 

松村 驚きですね。 

 

石井 当時、授業中によその学校から生

徒がやって来ました。1リットルのガラス

製のコカ・コーラ瓶を振り回しながら来

るのです。ガラス瓶で殴られでもしたら

怪我をします。殴られないような距離を

とるか、逆にクリンチで逃げるかでし

た。幸い生徒に殴られるという経験はな

かったですが、取っ組み合いぐらいした

ことを覚えています。比較的おとなしい

学校ではありましたが、それなりに生徒

とのイザコザはありました。所謂、管理

教育が華やかなりし頃でしたから。頭髪

問題では、ずいぶんやり合いました。高

校への進路指導の経験がなかったのと、

統一模試の実施内容に変更があり、進路

指導の見直しを余儀なくされたことなど

から暗中模索のなかで頑張った記憶があ

ります。何とか中学校で 7年を終えたと

き、今度は名古屋市教育センターへの転

任が告げられました。 

 初任者研修が始まる時で、その手伝い

を含め、様々な教員研修のお手伝いをさ

せていただきました。ちなみに、教員の

初任者研修ってご存じですか。 

 

松村 知っています。 

 

石井 初任者研修が始まった年度で、文

部省が行う洋上研修のお手伝いとして派

遣され、10 泊 11 日の日本一周の船旅を経

験させてもらいました。出張なのです

が、豪華な船旅で、豊かな気分にさせて

もらう良い経験となりました。私は、付

き添い・お手伝いということで、割と優

遇され、研修の内容を含め、船上生活は

今も強く印象に残っています。 

 教育センターでの教員の研修もさまざ

ま自らの勉強になることが多かったので

すが、学校事務職員の研修を担当したこ

とで、とても多くのことを学ばせてもら

いました。 

 教育センターで 3年を経過したところ

で、教員人事を担当する教職員課への転

任が命ぜられました。市立高校に籍を置

いて、勤務は教職員課というやや変則的

な形で、教員採用を中心に、教員の人事

異動のお手伝いをしていました。教員採

用の募集から採用内定、それに続く年度

末の人事異動に向けての事務作業で年中

結構忙しい思いをしました。 
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 3 年を経たところで、中区の丸の内中学

校へ教頭として赴任しました。それま

で、PTA との関わりが少なく過ごしてきま

したが、教頭は学校と PTA をつなぐ窓口

ということで慣れない仕事に初めはとま

どいました。阪神大震災の様子を学校で

見ていて、大変なことになったと思い、

その後を心配していたことを思い出しま

す。 

教頭を 2 年経験し、天白区の南天白中

学校へ校長として赴任いたしました。荒

れる中学校の時代には、かなり大変だっ

たと聞いていた学校でしたが、職員の頑

張りで、かなり落ち着きを見せてきてい

ました。稲武の野外学習や修学旅行など

では得難い経験をいろいろさせてもらい

ました。 

校長を１年終えたところで、教育委員

会、学校保健課の給食担当の指導主事へ

転任することとなりました。スクールラ

ンチが始まったころで喫食率が問題とし

て取り上げられることが多く、学校へお

願い行脚の日々でした。小学校のパンに

異物の混入が心配されるとのことで、金

属探知器で検査したこともめったにない

経験で思い出されます。 

給食担当指導主事を 1 年務めたところ

で、次に指導室の主任指導主事へ異動と

なりました。主任を２年、首席指導主事

を 1 年、指導室長を２年務めました。指

導室で５年過ごしたのは、勤務場所とし

ては長かったと今感じるところです。そ

の後、学校教育部長を 2 年、教育次長を

２年務めました。その後に、子ども青少

年局へ異動となりました。教育委員会で

の在任中で、最も印象に残るのは、やは

り 5000 万円事件です。 

 

 

 

松村 緑区ですよね。 

 

石井 全国的規模のすごい反響でした。

私が、指導室の主任を務めているときで

したので、結構、大変でした。あれだけ

の規模のものを体験したことで、その後

の事件に対する耐性が付いたのではない

かと思います。5000 万円事件以上に大変

な事件は、それ以降、経験はなかったと

思います。 

 もう一つ印象に残るのは虐待死事件で

す。小学 1 年生の児童が、母親が学校へ

出さずにいて、結果的に衰弱して死亡し

た事件と記憶しています。名古屋で初め

てとなる虐待死事件でした。児童相談所

の関わり、学校における家庭での虐待へ

の対応などが随分議論されたと思いま

す。 

自殺も心に残る出来事です。東区の中

学校でも在校生や卒業生が自殺で亡くな

り心を痛めたことがありました。指導室

では、北区の中学校で自殺がありまし

た。その原因や経緯など生徒への聞き取

りなどで周辺事実を調べるのですが、大

変でした。いじめがあったか否かの認定

は、そうそう簡単にはできないと強く感

じました。裁判となり、結審までにはか

なり時間を要したと聞いています。 
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各学校では概ね 1年に 1回や 2回程度

は、これは大変な事件・事柄というのが

起こるものです。それらが課業日に起こ

るとすると、200 日程度の課業日で、名古

屋の学校は 360 校ぐらいであるから、360

から 720 件が 200 日で発生するとすれ

ば、1日に 3件から多いときは 5、6件あ

るわけです。そうした、学校では大変と

いう事件が指導室に報告されるわけで

す。すべて大変な事件ではあるけれど、

命に関わる事件をまずは取り組んで、解

決に奮闘していました。その頃にいじめ

問題が大きな課題となってきたかなと思

います。昭和 50 年代は校内暴力の時代。

それが終わった頃に、今度はいじめ問題

が大きく取り上げられるようになり、ま

た一方で、不登校も徐々に増えだし、問

題となってきた頃かと思います。1995 年

が社会の一つの転換点だと言われること

がありますが、ちょうど私が指導室に在

籍したころに被るのかなと思います。 

 

松村 そうでしたか。 

 

石井 私が大学受験するときに東大の安

田講堂事件が起きました。東京教育大学

が前年に続き 2年連続で入試がなく、急

に東大の入試がなくなることになりまし

た。東大へ行く能力もなかったので直接

の影響はないにしても、東大入試がなく

なった余波として、東大以外の学校のい

わゆる偏差値が急に上がりました。その

意味で迷惑をこうむったとは思っていま

す。人には、東大へ行きたかったけど、

なかったので仕方がないと負け惜しみを

言っています。それが一番、挫折ではな

いですが、人生の大きな選択の幅に揺れ

たときかと今は思います。結果、名古屋

市の教員になり、いろいろ大変な思いも

したのですが、多くの経験が得られたこ

とは良かったのかと思えます。 

最後の 3年、教育委員会から子ども青少

年局への異動となりました。教育の経験

しかない私が、なぜ、市長部局への異動

となったかの理由は分かりません。それ

が、人事なのではないかと今は思ってい

ます。 

 

松村 行政職ではなかった先生が選ばれ

たっていうのは、先生以後の子ども青少

年局長の方でも、あまりないケースなの

かなというふうに思うのですけど。 

 

石井 ないですね。 

 

松村 多分、先生が唯一というか。 

 

石井 現在のところはそうなりますね。 

 

松村 そうですよね。さっき先生がおっ

しゃったように、例えば、虐待だとかい

じめ、不登校などは，子どもや青少年の

今日的な問題と密接に関連していると考

えますが、そういった指導室でご自身が

体験なさったことが、子ども青少年局長

になってから生かされたとか、有意義で

あったとかということに関しては，どう

ですか。 

 

石井 教育委員会って割と蛸壺みたいな

ところで、他局との関わりが少ないとこ

ろのように思います。だから、他局から

見ても、教育委員会は付き合いにくく、

交流が少ないのではないかと感じていま
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す。教員が行政職に異動するのは、極め

て珍しいかなと思います。行政同士なら

もちろんあるにしても。その時期、教員

出身の松原市長であったことが、大きく

作用したのではないかと思います。 

 

松村 そうですか。 

 

石井 教育長を務め、市長に選ばれたの

が松原さんで、その次に義務教育出身者

で言うと、もう一人、教育長を経験した

人がいます。それまで義務教育出身者が

教育委員会には多くいたのですが、義務

教育出身者で教育長を務めるというのは

なかったのです。局長級の人事の全市的

な兼ね合いがあったりするので、難しい

のだと思います。私も、教育次長を務め

ていたので、めぐり合わせがあれば教育

長への異動、なきにしもあらずだったの

でしょうけど、全市的な異動の中で、教

育次長を務めた局長級の私の持って行き

場に困ったのでしょうね。 

 

松村 もうあとは、局長級っていうと、

どっかの局長とか教育長。 

 

石井 教育長とか、局長か、あとは区長

などに限られていました。私の後、教育

次長を務めた人の中には、区長になった

のが 2人ぐらいいます。学校へ校長とし

て復帰したのは 1人いると思います。私

が教育次長のころは、学校へ復帰する

と、県費負担職員になり、市の行政職の

給与との調整ができなかったのです。校

長だから、校長の給与表が適用されるこ

とで、局長級の給与で務めていたのに校

長の給与が適用されると、格下げで減給

のようになるので身分保障の問題が生ず

るので、難しいことだったのだと思いま

す。 

 今は市費になったから、そのあたりの

調整はできるようになったかと思いま

す。使い捨てみたいな感じの処遇になら

ないように、面倒を見る必要があったの

だと思います。 

 

松村 いろいろあるんですね。 

 

石井 適正な処遇を考えると、局長か区

長になるのでしょうが、その頃はまだ区

長っていう選択肢はなくて、私が初めて

教員出身からの教育長ではない局長にな

ったのではないでしょうか。義務教育の

教員から、行政の局長になったのは初め

てだったと思います。 

 

松村 松原さんとは、松原さんが市長に

なる前からお付き合いとかはあったんで

すか。 

 

石井 私が教職員課の手伝いをしていた

時、松原元市長は、教職員課長を経て学

校教育部長でした。資料整理などの雑用

をよく仰せつかっていました。 

その後、丸の内中学校の教頭に異動した

のですが、松原元市長も丸の内中で教頭

を務めていたとの縁もありました。 

 

松村 その後、松原さん、立候補されて

市長になられて。そのとき。子ども青少

年局ができたときの市長、松原さんでし

たっけ。 
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石井 私は平成 20 年度に子ども青少年局

の局長に異動したので、松原元市長の下

では 1年務めていたことになります。確

か 21 年度に市長選挙が行われ、河村前市

長に替わりました、だから、21 年度、22

年度は、河村前市長に仕えていました。 

 

松村 市長が交代すると、子ども青少年

局長って大変だったんじゃないかなって

素朴に思うんですが。 

 

石井 私は教員出身なので、基本的には

子どもに関わる仕事をしてきたわけで

す。だから、子ども青少年局への異動が

決まった時、子どもつながりで何とかな

るのではないかと、あまり深く考えるこ

ともなく異動しました。当時、幼保一元

化の問題が盛んに論議されていたと記憶

しています、「子ども局」を新たにつく

るということなので、保育園と幼稚園を

担当する行政の部局を一本化してはどう

かと具申しました。しかし、幼稚園関係

の皆さんから、絶対に受け入れられない

と言われました。幼稚園は学校教育法第

１条に基づく学校だけど、保育園は学校

ではないと。 

 

松村 ご難儀したんですね。 

 

石井 認定子ども園ができましたが、教

育と保育の連携、必ずしも順調には進み

ませんでした。子ども局設立のときに担

当部局の一本化を具申したけど、結局、

一本化はできず、幼保の担当部局は分か

れたまま継続にいたっています。よく似

たものとして、青少年問題もあったので

すが、青少年に関しては子ども局へ事務

を移すことになりました。市長が交替す

ると、各局がそれぞれの担当する課題や

事務内容を市長にレクチャーする機会が

あります。子ども局の経験が浅く、十分

に理解できてないにもかかわらず、自身

がレクチャーを受け、臨みました。 

 

松村 分かりました。では、ちょっとま

たその話に戻るかもですけど、ちょっと

少し何点か確認させていただきたいんで

すが、子ども青少年局ができたときは。 

 

石井 教育次長でした。 

 

松村 そうだったですよね。そのとき、

そもそもなんで子ども青少年局ができた

とか、自分が局長に選ばれたかはよく分

からないみたいな感じでおっしゃってい

たんですけど、教育次長でいらした石井

先生から見て、まず子ども青少年局って

名古屋の人から見ると、子ども応援委員

会もそうですけども、中の人から見ると

当たり前っていう感じですけど、私なん

か外から来た人間だと、どういう経緯で

子ども応援委員会なり、子ども青少年局

ができたんだろうっていうのはすごい関

心があるところなので、ちょっとその辺

りを教えていただけますか。 

 

石井 子ども青少年局ができた経緯はよ

く分かりませんが、あの頃、最初に幼保

一元化とかのことがあったりして、待機

児童が多かったことが問題になっていた

気がします。 

 

松村 待機児童の問題が？ 
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石井 男女共同参画の進展で、幼稚園よ

り、保育園の需要が多くなってきていま

した。幼児教育の大切さも注目されるよ

うになり、保育の質を高める声が上がっ

ていたと思います。子どもの成長を総合

的に促す仕組み・体制が必要との声もあ

ったのだと思います。 

 それを最初に取り組んだのが、横浜市

だと思います。横浜市が子どもの冠をつ

けた部局を創設しました。松原元市長は

それを参考にしながら、トワイライトス

クールに次ぐ名古屋の子ども関連の目玉

施策として作り上げたのではないかと思

います。 

 先ほど話した虐待死もきっかけの一つ

になったのでしょう。虐待死を無くすた

めには、虐待の早期発見が大切です。当

時、虐待は児童相談所が扱っていたので

すが、虐待死事件の検証をやって、虐待

の早期発見の窓口は学校ではないかとな

り、学校と児童相談所が連携を深めるこ

との必要性が言われたと思います。子ど

も局を作ることで、連携なり、虐待対応

の一元化ができたりしないかとの議論が

あったように思います。不登校の問題

も、不登校対策に終わり、ひきこもりま

での視野が十分でなかった頃です。子ど

も局を作ることで、不登校、ひきこもり

の一連の取り組みができるのではとの期

待もあったかもしれません。トワイライ

トに次ぐ、子どもを大切にする教育の松

原を印象づける施策の一つとして、子ど

も局の設立も位置づけられていたのでは

ないかと私は思っています。 

 

松村 松原さんがってことですね。 

 

石井 横浜が作ったから子どものことを

重点的に大事にします。自分は、教員出

身だから子どもを大切にする町をつくり

たいという思いは強かったのではないか

と思います。 

 

 
函館の児童関係施設を視察した時の様子 

（写真提供：本人） 

 

松村 子ども青少年局は、教職員も行政

職員も所属する集合体ですよね。 

 

石井 合体して。 

 

松村 なかなか最初はいろんな価値観だ

とか、考え方の違いとかもあったように

もちょっとお話ししていたんですが、そ

の辺りは、先生の目から見てどんな印象

をお持ちですかね。立ち上げるっていう

ことにはなったけど、さっき先生がおっ

しゃったように、いろんな価値観だと

か。 

 

石井 具体的な事例で言えば、確かその

頃に子ども条例ができたのです。子ども

条例はいいことですが、理想論的な面も

あると思っていました。学校はまだそん

な理想論的なところまで至っていないわ

けで、子どもの言うことをそのままには
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聞いてばかりおられない時代でした。子

どもの人権が大切と条例には記されてい

るのだけど、そんなのは聞けないことが

多いっていうのが、学校の姿勢だったよ

うに思います。愛知の管理教育って言わ

れていたけど、名古屋もその一面が無い

わけではなく、先生がそれなりの力を持

って指導を進めている頃だから、人権を

大切にしましょうという点での食い違い

があり、調整の必要がありました。子ど

も局から教育委員会に説明に来たのです

が、中学校なんかでは思うように指導が

できなくなると怒った記憶があります。

そのときは行政の人は、良いか悪いかじ

ゃなくて、上司に言われたことをきちっ

とこなすっていう考え方をするのだと感

じました。私が子ども局へ異動したと

き、私は外様な人間で、局の職務内容が

分かっていなかったのですが、行政の人

は、上司である私の命で動くわけです。

仕事に対する考え方、姿勢が、教員とは

違うのだなと実感しました。 

 子ども局に、教員出身者は少なかった

です。教務主任になった教員で、子ども

局に行った数も少ない。とにかく絶対数

が少ない。教育委員会から子ども局へ異

動した人は、教育、行政のことを分かっ

ていても所詮行政マンです。上司の命で

動く人間だから、その辺のうまい擦り合

わせが必要でした。事業のジャンル、実

施場所も違っていたわけで、それを擦り

合わせさえすれば仕事はできると感じて

いました。しかし、行政マンとしての姿

勢・行動が必要で、それに倣って仕事に

励んでいたように思う。私が異動したと

き、職員に常にいちばんお願いしていた

ことは、教育も福祉も、子どもつながり

だし、主役は子どもだから、子どもにと

って何が良いかで、お互いが歩み寄らな

いといけないということかな。 

 子ども局の設立の時、放課後児童クラ

ブ、トワイライトは子ども局の所管とな

りました。学童保育とトワイライトの一

元化が視野にあってのことだったと思い

ます。トワイライトスクールは、名古屋

の女性会が大きな役割を担い、社会教育

として出発しました。女性会との関わり

が変化する中、トワイライトスクールも

放課後児童クラブ、学童保育的な面が強

くなってきました。トワイライトスクー

ルや学童保育という観点から、様々な議

論が展開され、各政党間の意見も異なっ

ていました。紆余曲折のもと、今は学童

保育も多くの政党との関係を深めること

で、役割分担をしながら併存している状

況になっているのではないかと思いま

す。議員の皆さんの関心が高かった事案

だったと思います。 

 

松村 そうでしたか。 

 

石井 私が。仕事を進める上では、教員

出身だから細かいことよく分からないと

職員に助けを求めていました。しかし、

教員として行ってきたことや、教育次長

だったりしたから、教育委員会の行政に

は言えることもあると話していました。 

 子ども青少年局の所管に児童養護施設

があり。その中一つに、玉野川学園とい

う教護施設がありました。そこで生活す

る児童・生徒は当時入所前の小中学校に

学籍を置いたままで、学園で勉強をして

いました。その勉強を教えていたのは教

員免許のある教員ではなく、行政職の福
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祉士で、学園に勤務となった人が教えて

いました。一定の学力は身についたので

しょうが、十分な教育がされていたとは

言えません。 

 法改正もあり、教護施設が自立支援施

設に名称と機能の変更がありました。学

校教育を保障しなければならなくなりま

した。玉野川学園を志段味中学の分校と

して位置づけ、教員の配置をすすめて本

校と同様の教育がされるようにしまし

た。中央児童相談所の一部を川名中の分

校として同様に学校教育が受けられるよ

うにしました。教育委員会は、当初、抵

抗感もあったのですが、結果として引き

受けてくれました。教育委員会のどの部

署に声を掛ければよいかが、教育委員会

にいたからこそ分かり、学校現場の実情

も理解しながら進めることができたかな

と多少の自負はあります。 

 

松村 先生が教職出身であったことが，

活きたということですか。 

 

石井 多少はね。かつての上司で、一

応、教育次長を務めていたからこそ、聞

いてくれていたんだと思います。 

 

松村 反対に行政側からすると、これも

ちょっと変な質問かもしれないですけ

ど、行政ではない先生出身の石井局長っ

ていうところで言うと、お互いにちょっ

と気を遣ったりだとか、意思疎通とかな

んか困ったりしたことも別に。 

 

石井 分からないことが多かったので、

教えてもらうことが多かったです。特に

福祉の細かな制度などは分からなかっ

す。保育園のことも園児のことは、幼稚

園とも通じるところが多少あるのです

が、制度が複雑で当初は困りました。保

育園は民間も公立も、いわゆる国の補助

金というか予算で行われていて、経営の

根本の基準は同じです。ところが、民間

は補助金の交付を受けている中で、かな

り裁量を効かして運営していました。公

立も民間も、保育指針に基づいて、運営

がされているはずなのですが、保育の内

容的な管理は十分になされていませんで

した。予算の使い方の管理・指導はかな

り行われていたのですが、教育内容・保

育内容、保育の質をどうするかっていう

ことに関してはあまり問題にされていな

いように感じました。 

 学校は、学習指導要領があって、それ

に基づいて教育活動か進められていま

す。幼稚園にも教育要項があって。特に

名古屋市立幼稚園は、それを順守して、

いわゆる遊び中心の環境構成を中心にし

た活動を行っていました。それが当たり

前のように感じていたので、保育園だっ

て園の年間計画みたいなものや、園の保

育方針を明らかにして、どのように保育

を進めるかの経営案を作るべきと提案

し、作成を促しました。それを担当課が

集約し、内容に応じて指導することが始

められたかなと思います。 

 当初、それは難しいとの声もあったか

のように記憶しますが、行政の人の上司

の命は絶対との心性から集約することに

なりました。それで保育の質を上げるこ

とができたかと言えば、未だ途上にある

ような気がします。今は、名古屋も保育

園が 400 以上に増えたかと思います。そ

の中で、待機児童は減ってきたけど、保
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育の質が確保されているのでしょうか。

増え過ぎて、指導が行き届かないような

感じがしています。 

 名古屋には、市立保育短大が、郊外の

尾張旭市にありました。名市大の幼児教

育に統合されたと思います。かつては、

保育短大出身者が名古屋の保育園を担っ

ていたようですが、現在は、名古屋市立

大学幼児教育出身者が、市立の幼稚園や

保育園に就職していないように思いま

す。 

 

松村 そうなんですね。 

 

石井 市立大学出身の幼稚園や保育園の

先生にあまり出会うことはなかったで

す。かつては、保育短大出身者が保育士

の中心を占めていて、そこには学閥らし

きものもあったように思います。愛教大

にも幼児教育科があり、県や名古屋の公

立幼稚園に就職しますので、名市大と競

合してるのでしょうね。名古屋という

か、幼稚園は私立が多く公立は極めてす

くなくなっています。幼児教育科があっ

て、幼稚園免許を取得しても、それを十

分に生かせる場が少なくなっていると思

います。本当は、名市大の幼児教育科が

名古屋の幼児教育を中心となって推進し

てほしいと思うのですが。 

 

松村 分かりました。さっき、教職員と

行政の職員との間のスタンスの違いに言

及されてました。「子どもの権利条約」

を踏まえて、学校の先生たちの子どもた

ちに対する姿勢について、お話していた

だけますか。 

 

 
子育て応援団 すこやかフェスタの開会挨拶の

時の様子（写真提供：本人） 

 

石井 子どもの意見ばかり聞いていたの

では、指導ができないという声はありま

した。確かに、体罰に対する社会の目が

大変厳しくなってきていましたから、体

罰はなくなってきていました。子どもの

権利条約で言えば、一番は、体罰の絶滅

なのでしょう。だけど、20 年前、絶滅し

たとはまだ言い切れなかったと思いま

す。 

 しかし、やっとその頃には「愛のムチ

論」がだんだんなくなっていたと思いま

す。しかし、その感覚、心性は教員にま

だ残ってはいたと思います。一つ、手綱

を緩めたら、全部が崩れる的な発想は根

強かったと思います。部活で水を飲ませ

ずに活動していた時代だから、子どもの

人権に十分目が届く状況ではなかった。

当時は、部活の中には、年中、正月以外

は毎日活動するのが当たり前に許されて

いました。子どもの私生活がなくなるこ

とは、視野に入らない。確かに、子ども

に勝利を味合わせたい、力をつけてやり

たいと願う気持ちはありますが、その裏

には、指導者が部活の世界で功名心をあ

げたいという思いもあっての、休みなし
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の活動ではなかったかと思います。それ

が本当に子どものためになるかと言えば

分からないところはあります。しかし、

休みなし活動・練習によって、非行・問

題行動に走りがちな子どもを引き留めて

いた部分もあります。野球部だとか、サ

ッカーとかでね。大人になって立ち直

り、懐かしむ声は多く聞きます。 

 

松村 確かに。空いた時間に、望ましく

ない方向に走る懸念も指摘されています

ね。 

 

石井 そうした部活動で子どもを引き留

めていたのが、教員の働き方改革、今は

部活動を学校から切りを離すことにやっ

きになっています。今は、過渡期です

が、いずれ新しい形が生まれるものと思

います。当時は、子どものために休みな

く部活動をするのが当たり前、そうした

感覚が残っているときに、片一方で子ど

もの権利条約で子どもの意見を聞きまし

ょうと言われても、学校現場に行けば、

何を言ってるのだと、無視されるに決ま

っていたようなわけです。感覚が違うの

だから。 

 

松村 そうですよね。 

 

石井 似たような事象として、不登校の

問題がかつてと大きくかわってきていま

す。私たちが教員になったころには、不

登校の子には声掛けをして学校へ来させ

ようとしました。だけど、だんだん声掛

けをやめましょうという時代になり、今

は不登校の子どものための教室を学校の

中に作りましょうという時代です。私に

はその経緯が分からないので、理解がつ

いていかないのが、正直なところです。

しかし、今、教員になる若い人たちは、

初めから不登校も一つの生き方だし、個

性だというふうに教えられてきていると

思います。不登校も個性だというふうに

して考えたのは、子ども局ではないでし

ょうか。 

 

松村 別の言い方をすると、確かに最初

は若干、空虚っていうか、空疎な理想論

を掲げていた行政のほうに、学校の先生

たちも時代の変遷だとか、あと、さっき

おっしゃった働き方改革だとか、部活の

地域移行だとか、そういったことで結果

としては近づいていったような、そうい

うイメージですか。 

 

石井 そうですね、子ども応援委員会が

理想論として学校に入ったと感じていま

す。私は、子ども応援委員会は機能して

いないと外から見ています。 

 

松村 子ども応援委員会のお話も子ども

青少年局に続いてお聞きしたかったの

で、じゃあ、ちょっと応援委員会ができ

た辺りのちょっとその前夜ぐらいからの

お話をちょっと教えていただけますか。 

 

石井 子ども応援委員会ができたときに

は、私は退職していました。経緯は分か

らないです。ただ、私が指導室に在籍し

ていた時にスクールカウンセラーが配置

され始めました。 

 

松村 心の問題とか言われていた頃です

ね。いじめとか。 
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石井 子どもの健全な成長がゆがめられ

るのは、ご承知のように戦後間もなくは

社会が悪かった。社会が悪く、次は学校

が悪くて、自己責任が言われるようにな

って、悪いのは個人にされてきました。

一人一人の心の問題になったわけです。

社会環境の問題じゃなくて、同じ環境で

もこの子は貧乏でもいい子になったの

に、この子は貧乏だったから悪い子にな

ったと個人の問題となりました。貧乏が

悪いのではない、個人の心の問題なのだ

というようになってきてしまった。それ

がいいか悪いかは私には分かりません。

今は。闇バイトが貧困との関連で論説さ

れようになってきました。やっと子ども

の貧困でそういう子どもたちを取り巻く

社会に再度目が向けられつつあります。

個人の心の問題への対処、自分探しの時

代でのアドバイスにスクールカウンセラ

ーが出始めて、文科省が予算をつけ、試

行的に始められた事業でした。地方に予

算をつけると、一度では終われなくなり

ます。 

 

松村 そうですね。 

 

石井 スクールカウンセラーの臨床心理

士って公的な資格ではありません。今

は、病院で働こうすると、国家資格の公

認心理士資格が必要となっていますよ

ね。 

 

松村 おっしゃるとおりですね。 

 

石井 当初、臨床心理士は、河合隼雄先

生が考えて、学校を作り資格を授与した

のでしょうが、卒業生の働き場がなかっ

たように聞いたことがあります。社会心

理士の資格保持者は、病院などに働き口

があったようです。だから、スクールカ

ウンセラーは、臨床心理士の働き場とな

ったのではないかと思います。あの頃

は、資格はもっていますが、臨床経験が

十分でない、若い人が多かったように感

じています。学校に 1人在籍しても、経

験がある程度あって、優秀な方は、集団

の指導もできたりして、学校の助けとな

ったとは思います。6年の学生経験で資格

を得た新任者は、一対一のカウンセリン

グしかできない感じで、時間が掛るばか

りで、何人にカウンセリングで影響が及

ぼせるかとの思いは強かったです。教員

の非常勤講師は、1時間の単価が 2800 円

ぐらいでした。スクールカウンセラー

は、1時間、5000 円程度だったと思いま

す。 

 

松村 高いですね。 

 

石井 スクールカウセラーよりも、非常

勤講師のほうが教室に 2人配置されたほ

うが、中学校の荒れた子どもに適切に対

応できると思っていました。カウンセラ

ーの人たちが教室に入ることはありませ

ん。相談室にこもって、来室する子ども

だけを相手にしているわけで、広がりが

ない感じ。保護者を相手にしていること

も多いと感じました。確かに間接的に

は、子どものためになるのだろうけど、

広く子どものカウセリングをすべきと思

っていました。今、名古屋市は、カウン

セラーが全校配置されて、応援委員会が

あると思います。不登校の数が減ってき
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ているのでしょうか？増えているような

感じがしています。不登校にはあまり効

果的でないように感じられます。いじめ

は減っているのでしょうか？いじめや不

登校が、配置後も解決・解消されること

はなく、減ってもいない。だから、応援

委員会には、違和感が残るのです。私が

指導室に在職していた時には、どうやっ

てスクールカウンセラーの見直し、始末

を図るかを考えるように、常に担当には

言っていました。 

 

松村 カウンセラーが増えているのに、

いじめや不登校が減っていない実状に。 

 

石井 増えていきましたね。 

 

松村 応援委員会について、ちょっと先

生の考えを教えてもらえますか。 

 

石井 応援委員会は、河村前市長がロス

アンゼルスをモデルに、外部から人材を

招いて、いじめゼロを施策として推進す

るために設置したと思っています。スク

ールカウンセラーを所属させることは理

解できますが、指導主事を新たに配置し

たのは理解できません。指導主事にどん

な人が任命されたかというと、斜めの関

係が大事ということで、ごく普通の女性

が多く任命されていたと思います。斜め

の関係の人も子どもには必要な場面もあ

るので、それを一概に否定するものでは

ありません。しかし、学校の教員の指導

と斜めの指導とは当然、違ってくるわけ

です。そのギャップをどのようにして埋

めているのでしょうか。私は、うまくい

っていないとみています。いじめ、不登

校、問題行動が必ずしも少なくなってい

ないのは、その証左なのかなと考えま

す。今、試行錯誤で各校配置から拠点校

配置みたいな形にして、指導主事、カウ

ンセラーの数を減らしているとも聞いて

います。臨床心理士は医師ではないの

で、医学的な診断はできません。そのあ

たりの限界があるのかもしれないと思い

ます。 

 

松村 そうですか。 

 

石井 精神科医の診断を受けないと、薬

は服用できません。カウンセラーはじっ

くり話を、聞くことはできるけど、心的

な問題の解決には必ずしもいきつけな

い。何のために学校に配置しているかと

問われているのではないでしょうか。そ

のために使っている予算が多過ぎます。

その予算があるのだったら学校の非常勤

講師を増やした方が、学校にとっては有

効な対策になるのではないかと考えてい

ます。しかし、今はできないです。非常

勤講師のなり手がいません。予算をいく

ら回しても人がいなくてはできません。

だから、費用対効果からいったときに、

使われているお金に対して上がっている

成果が見えないのが残念です。 

 

松村 そうかもしれないですね。 

 

石井 逆に今は SW。スクールソーシャル

ワーカー。これが必要だと思います。

今、子どもの、7人に 1人は貧困にあえい

でいます。貧困の救済としての生活保護

の紹介などについてかつては、教頭がや

ったり、担任がやったりしていました。
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ところが、難しくて分からないことか多

くて、必ずしも十分な手当てができてい

なかったのではないかと思います。だか

ら、スクールソーシャルワーカーの需要

は高まっていると思います。しかし、大

学卒業したての新任者がスクールソーシ

ャルワーカーの資格を取得したからとし

ても、実務は簡単ではないと思います。

生活保護事務などの実務をある程度経験

した人たちが学校のスクールソーシャル

ワーカーとして入ってくることが望まれ

ると思います。そのためには、子ども青

少年局にはそういう子どもの福祉を担当

する部署もあり、事務の経験を積んだ人

もいるのでから、そういう人たちを学校

に配置して、資格を付与すると、より機

能すると思います。だから今、必要なの

は気持ちばかり聞いて、心の問題の堂々

巡りをしているだけよりは、スクールソ

ーシャルワーカーのほうが、子どもの援

助を具体的にすることができるのではな

いかと思います。 

 

松村 なるほど。 

 

石井 だから、よく言われるように、児

童相談所とか養護施設で生活する子ども

たちが社会に出たときに、生活保護の援

助を受ける手続きの仕方が分からない。

どこへ相談したら、自分が助けてもらえ

るか分からないと、闇バイトに頼ってし

まうことになるのではないでしょうか。

生活が苦しい、お金がほしいで。 

 

松村 分かります。さっき先生がおっし

ゃっていたように、社会問題として荒れ

る学校、校内暴力とかいじめとかひきこ

もり、虐待とかって、それは、全国的な

趨勢でもあると思うんですけど。名古屋

とか東海地方、もしくは愛知県でもいい

ですけど、なんか特徴とかってあったり

するんですかね。時代や地域を反映する

ような特有の問題もあるように思われま

すが、この辺りならではの何か事情だと

か、特徴だとか、要因だとか、対策だと

か、そういうものってあったりするんで

すかね。 

 ちょっと一つ思うのが、外国人がこの

辺り、すごく多いじゃないですか、労働

者の方が。そういうところで、イコール

全てひきこもりとかに、もちろん直結す

るわけではないのですけど、多様な子ど

もたちがいるっていう点でいうと、もし

かしたら、この辺、名古屋とかは課題先

進的なところもあったりするのかなと思

ったりもするのですけど。そういう多国

籍とか、外国人ルーツを持っている子ど

もたちが今すごく増えている。特に愛知

県はそれが顕著で、かつ、日本全体の人

口が減っていく中で、どうしても労働力

としてそういう移民的な人の賛否はある

と思うんですけど、実態として増え続け

ざるを得ないようなそういう状況とかを

鑑みると、この辺では結構そういういろ

んな子どもたちとか、世帯とか、いろん

な問題とも結構、付き合ってきた歴史が

あるようにも思うのですが、なんか先生

の考え方とか印象おありですか。 

 

石井 愛知県はそうだし、名古屋もそう

だけど、一つは障害者に対して非常に優

しくない。障害児に対してと同様に外国

の子に対しても優しくない。異文化教育

をしようとか、やろうというのは、必要
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に応じてやるし、必要に応じて今、名古

屋市教育館の中にそういうちょっとした

ものはあります。しかし、そこでやるだ

けであって学校の中でそういうことを担

当する人がいないと思います。 

 異文化教育担当を一つの役割として担

う教員は各学校にいます。今は、外国籍

の子が一定数以上在籍する学校には教員

を増員して配置するとかはされていると

思います。よく似た例として、不登校の

子どもが一定数在籍すると不登校対応教

員を配置することがありました。以前

は、外国人の在籍で教員が配置されるこ

とはなかったと記憶しています。外国の

子どものことを思った施策は少なかった

と思います。 

 ブラジルの子どもたちはブラジルに帰

ることを前提に日本に来ています。だか

らブラジル語などの母国についての勉強

も必要とされていました。そこまではで

きなかったのが実情です。ペルーの子ど

もたちは、どちらなんでしょうか。帰国

しないのだったら、日本語をきちんと教

える必要があると思うのですが、その辺

の振り分けに関しての基本的な方針とか

が今あるのかは、私には分かりません。

そうしたことも含め、外国の子どもに対

して冷たいと思われます。 

 

松村 障害児や外国の子どもに対して優

しくないとお考えになるんですね。 

 

石井 障害児のための学校が少ないで

す。通常の学校にも、自閉症などの情緒

障害の学級と知的障害の学級がありま

す。東京など他の地域では、普通学級と

障害児学級の担任を区別せず、年度ごと

にどちらも担任することになっていま

す。名古屋は障害児学級を担任する人

は、障害児学級だけを担任することにな

っています。だから、障害児学級と養護

学校の中で異動をすることになっていま

す。専門化して障害児教育の専門家とな

ればよいのですが、必ずしも専門化する

ことのない場合も少なからずあるので、

そのあたりのところで本当の障害児教育

になっているかどうかは分からないで

す。障害児は多様であるので、個別の指

導計画が求められているのですが、なか

なか個別化していないと思います。質の

高まりは、十分ではないと思います。名

古屋市立には肢体不自由の養護学校はあ

りません。 

 養護学校は、県に設置義務がありま

す。名古屋市には、市立の知的障害対象

の養護学校が 4校あります。県を助けて

いると言えますが、肢体不自由でいうと

県立で名古屋養護学校と港養護学校があ

ります。港養護は肢体不自由対象の学校

なので、本来は肢体不自由ではあるが知

的には優れた子どもも在籍します。教育

課程が知的障害を伴う子どもたちとは異

ならなくてはならないのですが、そこま

でカリキュラムが確立できていたとは思

えなかったです。肢体不自由のある子ど

もたちで知的には障害のない子どもたち

は、地域の普通学級への就学希望が多く

なり、引き受けざるを得なくなりまし

た。地域の学校には。肢体不自由の子ど

もの就学に対応する施設は整えられてい

ないので、就学が決まるとエレベーター

などを整備することになり、大変でし

た。 
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障害の多様性を踏まえたトータルの施

策が県全体としては十分ではなかったと

思います。障害児学校の定員、特に高等

部の定員が少なくて進路指導が難しかっ

たです。名古屋は、教員が頑張ってはい

たのですが、知的障害の進路先が限られ

てきていて、就職先を見つけるのが大変

でした。授産施設も、なかなか空きがで

きないのですぐには入所できない状況で

した。それが、高等部へ進学者が増えた

一因かと思います。大変よいことなんで

しょうが、知的障害に限らず、障害のあ

る子どもたちも医療の進歩などで長命に

なってきました。しかし、高等部などの

受け入れ先が新設されたり、定員が増や

されたりするのが後手に回っていると思

います。 

 

松村 そうですか。 

 

石井 青い鳥学園という重度心身障害児

の県の施設がありますが、子どものため

の施設なのですが、結構な年齢の身障者

が在籍するようになってきていました。

だから、新しい入所者の受け入れが制限

を受けるような状況が生まれてきていま

した。 

 

松村 高齢化っていうか、何というか。 

 

石井 児童養護施設なのです。管轄は県

なのですが、名古屋も対象となる施設で

名古屋の入所がなかなかかなわないの

で、年齢超過者のために名古屋の入所が

受け入れられないのは、違うのではない

かと申し入れていました。そうしたこと

も含めて愛知は全体としては施設の数が

少なかったと思っています。障害者の数

が多かったら、実態を適正に把握して、

新施設の建設とか定員増をするなどして

責任ある対応をすべきだと思っていまし

た。今、かなり改善か進んでいるのでは

ないかと感じていますが、私が障害児に

関わっていた頃はそんな感じでした。 

 最近、名古屋市立若宮高等支援学校が

開校し、職業教育を行い就労の促進を図

っています。嬉しいことです。 

 

松村 今の障害児のこともそうですけれ

ども、逆に言うと行政が障害児とか子育

ての面倒を見る必要っていうよりかは、

子育ての社会化とかって最近、言われて

いますよね。子どもを社会全体で支えよ

うみたいなそういうスローガンがある一

方で、愛知県とかこの辺は結構、都会に

しては地縁、血縁がいまだ強いっていっ

たらちょっと変な言い方かもしれないで

すけど、結構 3世代同居が強かったりだ

とか、家庭が子どもの面倒を見るってい

うそういう文化が、もしかすると東京と

か大阪とかに比べると強かったりするっ

ていうことが、いい面も悪い面もあっ

て。それゆえに行政の子育て支援とか

が、もしかすると、少し遅れていたりと

かっていうところもあったりするのかな

と思うんですが。そういう愛知・東海の

家族観というか、子育て観っていうんで

すかね。なんかそういうところってお考

えとか、すみません。抽象的な質問で。 

 

石井 いえ、おっしゃるとおりだと思い

ますよ、私も３世代同居ではなかったの

ですが、スープの冷めない距離で、子育

てをとても助けてもらいました。 
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子育てで感じたのは、名古屋には、子育

て NPO の数が少ないのではないかという

ことです。 

 

松村 人口に比して少ないですね。 

 

石井 それはみんなで助け合うという発

想が育っていないことを示しているので

しょうね。松原元市長は NPO を育てるこ

とに取り組んだこともありましたが、結

局、長続きしなかったという印象をもっ

ています。私の関心が低いせいもあると

思いますが、全国的な名だたる NPO がな

いでしょう。今、有名なのは栗田さんが

やっておられる NPО法人レスキュースト

ックヤード。よく新聞などでも取り上げ

られていました。その他に、全国区のも

のも、あるとは思いますが、私はよく知

りません 

子育て支援やなんかでも、あるとは思う

のですが、特にかかわりをもったことは

ありませんでした。 

 名古屋で特徴的なことは、町内会組織

が強いことではないでしょうか。町内会

と一体的な女性会も強いという印象があ

ります。地縁が強いということでしょう

か。それは、今も継続していると思って

います。最近になって、そうした地縁的

なものに見直しが多少、入ってきたのか

なと思います。 

市の PTA 組織の見直しも始まるのでし

ょうし、女性会も高齢化が進み、続く若

い人が入ってこない。町内会も見直しが

進むと思います。名市大のある昭和区は

比較的、古くからの地縁が強い地域だか

ら入会しているけど、転入の新住民が多

くなってきている緑区なんかでは町内会

に入らない家庭が結構増えてきていると

思います。 

 

松村 外国人に限らず、日本人でもこの

辺に来た人たちは、あまり入ったりしな

いってことですか、若い人とかあんま

り。 

 

石井 若い人は入会勧誘がない場合があ

ってそのままになっていて入会してない

こともあるのでしょうけど、マンション

は、そこだけで管理組合があるので、特

に町内会を必要としないので全体が入ら

ないのではないかと思います。 

 

松村 そうですか。 

 

石井 私の場合がそうです。マンション

に入居したとき、地域の町内会からの勧

誘はありませんでした。回覧板が回るこ

ともなく、便利です。『広報なごや』さ

え配布されれば、ごみ出しを含め概ねの

ことは分かります。管理組合でごみ出し

の管理もしているし、必要なことは掲示

板で告知しています。 

 

松村 マンション単位ですか。 

 

石井 マンション単位です。名古屋市の

町内会に入る必要性が、マンション自体

には、ないと思えます。これまでは、町

内会へ入会しなければならないとの圧力

が強かったと思います。子ども会も同じ

です。そうしたものが、今はちょうど壊

れていく時期で、その現象が、東京より

も早いのか、遅いのかは分かりません。 
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松村 子ども会は、この辺でも減ってい

るって言っていますね。 

 

石井 特に、子ども会の役員になる順番

近くになると、退会する傾向があると聞

いています。役員にならないといけない

から初めから入会しない家庭も少なくな

いとも聞いています。 

 

松村 そうかもしれません。 

 

石井 人の世話をしたくないっていう人

が増えているのが世の趨勢になってきて

いるのでしょう。お互いさまだからって

いう考え方が若い子に減ってきているの

ではないかと思います。学校では、自分

勝手はいけない、迷惑をかけないと道徳

の時間や生活の中で取り上げているので

すが、社会の変化でなかなか身に付けて

いくのが厳しくなっていると思います。 

 

松村 じゃあ、地縁が強かったこの辺り

ですら核家族化だとか、そういう単身世

帯の増加とか、いろんな個人化みたいな

ことが進んでいく中で、これまでの地域

の絆とかそういうことが弱まってきてい

る中で、今、また新しく孤独死だとか、

孤立した子育て世帯の虐待とか、そうい

う問題が顕在化しているっていうことで

すかね。 

 

石井 過渡期だと思います。時代は常に

変化しているので、いつも過渡期と言え

なくもないですが、令和の今、少し顕著

な過渡期に入っているのかもしれないと

思います。 

 

松村 確かにそうですね。 

 

石井 いわゆる地域の安全で言うと、隣

の人の名前と仕事が分からないといけな

いと聞きます。隣の人がどういう人か分

からないとなると心配です。そういう意

味で言うと、教員とか警察官は、信頼を

受けやすいと思いますが、中には例外も

あり、犯罪に関わる人もいます。全体と

しては信頼を受けやすい。それと一緒で

ある程度、評判というか、社会的評価は

大切なのだと感じています。 

 

松村 この後お聞きしたいことは、役人

人生を振り返られてみて一番苦労したこ

と。言える範囲で結構ですけど、苦労し

たエピソードとかもあればというのと、

あとは、学校の先生の話もちょっと今日

は、ぜひ先生なのでお伺いしたくてです

ね。さっき地域移行とか働き方改革って

いうのはありつつも、子どもと先生の、

もしくは家庭、保護者との距離感とかも

結構、今、変わってきているような気が

するので、ちょっとそこで先生のお考え

っていうの二つ目で。 

 あと、最後は後輩たちというか、この

刊行物の読者は、子ども関係の NPO な

り、職員だったりするので、そういう名

古屋の子ども関係に携わっている方への

メッセージみたいなのを、いただければ

と思うんですが。 

 

石井 学校給食は、教育か福祉かが近年

話題になることがあると思います。 
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松村 微妙なところですね。福祉なのか

な。でも教育。福祉と教育どっちだろ

う。どっちでも関係しそうな気も。 

 

石井 最近は、格差が問われるようにな

り、給食は福祉との考え方が注目されて

いるように感じています。教育福祉とい

うジャンルが出てきました。学校給食が

それに該当するかは、私にはよく分かり

ませんが。朝食を食べることなく登校

し、昼の給食だけが今日一日の食事。給

食が命綱になっていると聞きます。そん

な子どもが少なからずいるようです。と

ころが夏休みなど、学校が休みになる

と、一日、何も食べないことになるわけ

です。給食が福祉と呼ばれる所以だと思

います。 

 

松村 ありますね。そういう家庭も。 

 

石井 命綱になっている給食をしっかり

充実させること、それが福祉の充実とな

ると思います。給食がしっかりしていな

ければならないと思うのです。名古屋の

給食はどうでしょう。次代を担う子ども

の健康づくりに益々力を入れて欲しいで

す。 

 無償化するって言っても、今の安かろ

う、悪かろうの給食の無償化でよいので

しょうか。無償化さえすれ保護者は喜

ぶ。それはあまりにも保護者をばかにし

ているし、それをさせてはいけないと考

えています。そこを誰も言わないので

す。 

 私は、今、学校給食を食育の観点から

アプローチし、関心をもっているのです

が、福祉の観点からも。実態調査などを

すすめ、給食の役割の見直しがされるべ

きと思っています。学校給食を所管する

学校保健課といろいろと情報交換をして

います。 

 

松村 管理栄養士は、配置されています

よね。 

 

石井 担当課には配置されています。学

校に在籍する栄養教諭と一緒になって、

給食の献立を作成しています。給食の安

全、安心を確保するためにも、摂取基準

を守ることが大事です。給食は毎日のこ

となので、もっと目が向けられるべきと

思います。 

 

松村 重要な点ですよね。 

 

石井 子どもは給食を楽しみにしている

のです。それに周りの大人が甘えている

のではと思います。関心がないから、な

かなか美味しさを含め，改善が進んでい

ないと感じています。 

 

松村 分かりました。続いて、一番、苦

労したことと、あとは、その反対のやり

がいがあったことだとか、素晴らしいと

思ったこととか、ちょっと教えていただ

けます？ まず苦労した、大変だった思

い出とか、エピソードとかがもしもあれ

ばお願いします。 

 

石井 苦労であり、大変であったけど、

やりがいと素晴らしさ、すべてを体験さ

せてくれたのは、名古屋開府 400 年の

2010 年に実施した「なごや子どもＣｉｔ

ｙ2010」です。平成 22 年の 8月、夏休み
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中に 15 日間、吹上ホールで行いました。

「自分の名前が言えて、一人でトイレに

行ける、一人で買い物ができる高校生ま

での子ども」を対象として、子どもたち

だけの手で遊びと体験のまちづくりをす

る取り組みでした。大人は入場禁止。市

長選挙やハローワーク、さまざまなゲー

ム、お店を子どもたちが計画し、運営し

ました。2 万人余の入場者を集め、盛会の

うちに終えることができました。期間中

は、子ども局の職員が総出で支えた、子

ども局の総力戦でした。関心のある方は

記録を見ていただきたいと思います。継

続していきたかったのですが、予算の確

保、人的な手当て、会場の確保など課題

もありそのままの形で継続できなかった

のは、残念に思っています。 

 

 

なごや子どもＣｉｔｙ2010 のパンフレット 

（提供：本人） 

 

 幸い、子ども青少年局のときには、

5000 万円事件に類するような大きな事

件・事故はありませんでした。 

一番の苦労は、予算の編成だと思いま

す。税収などで予算の削減が厳しい時代

でした。局への配当予算が毎年 10％削減

で示されてきました。だから、局内でそ

の 10％分をカットしなくてはならないの

です。事業内容の見直し・縮小・廃止を

何で行うのかで苦労しました。担当課の

それぞれは苦労して事業を実施してきた

ので、それが出来なくなるのは身を削る

思いだったと思うのです。優劣をつけ

て、最終決断するには、つらい思いが付

きまとっていました。 

経費削減の一環として、保育園の民営化

の計画づくりをしました。苦労しまし

た。待機児童解消のために保育園の新設

が必要でしたが、民営の方が国の補助金

が多いなどもあって、民営化して数を増

やすというのかな。職員の反対も多くあ

り苦労しました。 

 当時、中津川に子ども会のための野外

施設がありました。子ども会がキャンプ

する専用施設でした、子ども会で使うわ

けだから。夏場が中心です。問題はそこ

に個室がなくて、水道が簡易水道でお風

呂が十分に使えなかった。雨天でもキャ

ンプができるなど施設は立派でした。し

かし、個室が無く、シャワーなどが思う

ように使えない施設は時代にそぐわない

と思いました。子ども会が利用するにし

ても、施設を維持するよりも子ども会に

補助金を出して、自分たちで好きなとこ

ろを選んで、山のキャンプに行くように

した方が経費節減につながると考えまし

た。施設があることによって、不自由な
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施設でも使わざるを得ない、子ども会の

役員がお世話をするのは大変との声もあ

りました。民間のキャンプカウンセラー

に現地はまかせ、往復の引率だけにした

いとの提案もあったかと思います。施設

の廃止を決断しました。しかし、施設を

作るにあたっては、裏事情があったよう

で、廃止するとなると、利害関係者もい

るわけで、担当者は調整。説得に随分苦

労したようです。 

 

松村 最近は子ども予算を増やしていく

傾向ですが、減らしていこうっていう時

期があったんですね。 

 

石井 税収が減って予算の削減に迫られ

たころ、局に予算が配当されるように仕

組みが変わりました。局で新しい事業を

始めたり、一つの事業の予算を増額させ

たりすると、局内でやりくりする必要が

あったわけです。古いものの予算を削

り、新しいことに予算をつける必要があ

りました。 

 

松村 そういうことですか。 

 

石井 何を削るかという決断は厳しいで

す。市長は思い付きとは言いませんが何

かをしたいとかやりなさいとか言えば、

財政が予算をつけるわけです。子ども応

援委員会などは、市長の一言で予算が付

けられたと思います。少子化対策の一環

として保育事業、保育園関連には予算が

つけられていたと思います。全体として

予算は毎年、削減されて、当初の配当は

されていました。今回の市長選でのある

議員の訴え、減税分で 100 億円あるか

ら、減税を止めれば給食費ならすぐに無

償化できる、はよく分かります。 

予算が毎年 10 パーセント削減され、内容

は局で工夫しなさいということです。 

 

松村 結構、大きいですね。 

 

石井 その分を何かで、削減しないとい

けない。局内で。局の中の事業担当課の

間での取り合いになります。どれを削る

かは、大変です。 

 

松村 それは、なかなかみんなが納得す

る結論は難しいじゃないですか。なかな

か折り合いをつけるのは。 

 

石井 最後は上司の命、決断になるのか

な。落としどころを見つけて。納得して

もらう。そうした予算調整が大変だった

ですね。私は 1度、河村市長のときに保

育の予算がどうして削減しきれない。そ

れで、配当予算の増額を財政に要求する

のですが、なかなか認めてもらえない。

「分かりました。それでは、保育料を上

げます」、それで局に予算を増やします

と言ったのです。「値上げは、やめても

らえないか。石井さん」と言われ、財政

に配当を増やしてもらいました。  

保育料の値上げができないので、その

分の新たな予算が配当されたわけです。

そうした削減の中で一つ失敗かなと思う

のは、松原元市長の新たな施策で、専業

主婦の家庭に一定額の給付を行っていま

した。保育園には保護者も保育料を負担

するけど、公費の援助も多くされている

わけです。 

 

22



 

松村 保育園に対して行政からですね。 

 

石井 専業主婦は確かに先々、厚生年金

の３号被保険者になり、保険料負担をす

ることなく、年金が給付されます。同じ

ように、子育てをしているのに、保育園

を利用する人は、保育料の負担はあるも

のの、それ以上の支援がされています。

ところが、専業主婦には子育て支援を受

けることはできても、子育ての多くは家

庭内で行われています。しかし、その子

育てに対して、保育士のような対価がな

いわけです。専業主婦による子育てと保

育園等による子育ての間に、親の負担に

格差があるのではないか、専業主婦に対

して、子育ての対価的な給付を支給しよ

うとする制度でした。そうした制度があ

ったのですが、予算を削減しないといけ

ない。民主党政権になり児童手当の増額

など改正がありました。国からの給付が

されたことで、名古屋市独自の専業主婦

の子育てに対する対価的部分が代替でき

るなら、市の予算は削減することになり

ました。しかし、今から思うと専業主婦

の子育て政策への寄与を評価するなら

ば、廃止したことは、急ぎ過ぎたかなと

思います。専業主婦の受ける子育て支援

の総体は、職に就く母親の受ける子育て

支援の総体に比べ、勝っているとは感じ

られない状況ではないかと思います。103

万円の壁問題が大きく浮上しています

が、男女共同参画や、３号被保険者の課

題を考えると悩ましい問題です。学生や

専業主婦の労働力化でその不足を解決し

ようとすることになります。しかし、そ

れが、子どもの成長にとっては理想なの

かは、分かりません。 

 私は、子育て期間中は仕事休んで、成

長したら、再就職できるっていうのが、

子どもにとってはいいのかなと思いま

す。ただ、女性のキャリア支援というこ

とからいけば問題はあるかもしれませ

ん。子どもが学校から家に「ただいま」

と帰ったときに、誰かが「おかえりなさ

い」と言うのが、お父さんでもお母さん

でもいい。おばあちゃんでもおじいちゃ

んでもいいのだけど、お母さんがそれを

担う手助けとなる制度を無くしてしまっ

たと思います。全体の予算編成のためと

は言え、失敗だったかなと、今なお悩む

ところです。 

他の苦労としては、市会議員さんとの係

わりがあります。さまざまな要望を受

け、いろいろありましたが、それは苦労

というより、仕事のうちと考えていまし

た。 

 

松村 そこで工夫されたこととか、大事

にしたこととかが、おありでしたか。 

 

石井 子ども青少年局は確かに学齢期の

子どもも所管事業に関わりはあるのです

が、それを担う職員と学校の教員が直接

かかわることは少なく、具体的に調整し

なくてはいけないと思ったことは記憶に

ないです。 

 

松村 そうですか。 

 

石井 小学校のトワイライトスクール

は、子ども局へ移管されたわけですか、

教育委員会で作りあげられたものを基本

的にはそのまま移管してきました。学校

もトワイライトスクールに対しての抵抗
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感が無くなってきていたと思います。学

校の中にあることが当たり前に感じるま

でに定着したと感じていました。ただ、

その後、トワイライトルームとかは 19 時

まで行われるようになりました。 

 一方で、今はトワイライトルームで勉

強を教えるのはいけないと言われている

みたいです。かつては、宿題などをさせ

ていたと思うのですが、私は勉強を教え

ていいとは思うのですが、できなくなっ

た経緯については分かりません。遊びを

中心に、子どもの自主性に任せて放課後

の安全な居場所としての位置づけに終始

しているのではないかと考えます。 

 

松村 宿題とかも駄目なわけですか。 

 

石井 最近、確認したところいけないと

言われました。 

 

松村 トワイライトスクールは松原さん

の肝いりだったんでしたっけ。 

 

石井 そう。 

 

松村 その思い、背景としてはどんなこ

とがあったんでしょう。既に学童がある

中でも、そことは違うものを学校の中に

作ろうと。 

 

石井 男女共同参画の進展で、放課後の

過ごし方が課題になってきていたと思い

ます。名古屋には公的な学童保育は各区

に 1館の児童館にあったのですが、住ま

いが、そこから離れていると行けないこ

とも課題ではあったと思います。そこ

で、地域に子どもの放課後の居場所とな

る施設が必要となったのでしょう。学校

とは異なる学びができる場所としてはど

うかとされたのでないかと思っていま

す。 

 

松村 社会教育に力を入れていらした経

緯からですか。 

 

石井 学童保育という子育て支援の必要

もあったのですが、放課後に安全な遊び

場が少なくなってきているときに学校内

に施設を作り、そこで社会教育団体とし

て実績を積み上げてきていた女性会の

方々や地域のボランティアの方々により

お茶を点てるとか、花をいけるとか、将

棋や囲碁などを学ぶ場、社会教育の場で

あり、異学年交流の場として始まったと

理解しています。 

 

松村 それがトワイライトスクールなん

ですね。 

 

石井 午後５時までの子育て支援として

の預かり機能もありました。5時までで

も、パート勤務の保護者には対応できて

いました。しかし、正社員などの勤務時

間が長い保護者の需要には応えられなく

なって、トワイライトルームのような午

後 7時までの預かりが生まれてきたと理

解しています。名古屋には公設の学童保

育所が少なかった。区に一つの児童館に

あるだけで、東京のように学区に 1カ所

の設置にはなっていませんでした。 

 

松村 あんまり学童も盛んな地域じゃな

かったのですか？ 
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石井 そうです。 

 

松村 それはさっきおっしゃったように

地縁、血縁とかも強かったし、専業主婦

が主流だったからですか。 

 

石井 専業主婦が主流である時代が長か

ったと思います。一面では学童保育は、

ダブルインカムの収入の多い家庭が行く

ところという印象がありました。今は、

さらに多様化していますが。 

 

松村 そうですね。 

 

石井 今はさまざまな職業、考え方の家

庭が学童保育にいかれてます。しかし、

昔は党派的なものと結び付いている印象

が強く、学区などをまたいで支援者で私

設・民間の学童保育が増えてきたと思い

ます。東京は、学区に一つある児童館に

学童を公設で設けました。名古屋の学童

の出発は区に一つある児童館でしたか

ら、地理的に遠いと利用しづらいことが

多かったと推察されます。 

 

松村 はい。 

 

石井 公設は足りない。当時、共働きし

ている人たち、教員や看護師などが仲間

うちで民営の学童保育を設立するなどし

て、増えていったと思います。 

 

松村 素朴な疑問として、トワイライト

は、学校に先生ではないいろんな大人が

入ってくるじゃないですか。それって学

校の先生のこれまでの自分が知っている

マインドからすると、結構、警戒すると

ころも正直あったりしないのかなと思っ

て。 

 

石井 トワイライトのまとめをする人は

当初、校長の OB の方に担っていてもらい

ました。今も原則は校長経験者です。 

 

松村 それは、いいですね。 

 

石井 校長 OB と地域の方々、地域の女性

会の方々や PТA の役員経験者の方々にア

シスタントパートナーを務めていただく

ようにしていました。パートナーに教員

はつかなかったという、つけさせなかっ

た、学校の延長になってはいけないとい

うことだと思います。 

 

松村 じゃあ、顔が利くっていうか、気

心の知れた人たちが。 

 

石井 先輩の退職校長者が運営指導者だ

から、学校は多少の融通を効かせていた

面もあると思います。それに、トワイラ

イトスクールに在籍する子どもはその学

校の児童なのです。当初は多少の行き違

いもありましたが。 
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 退職校長経験者は概ね立場をわきまえ

て、学校のことには関わらずにトワイラ

イトスクール業務に専念するわけです

が、一応、先輩なので、現職の校長から

すれば。目の上のタンコブ的な存在では

あると感じている面もあると思います。 

 

松村 そうだと思います。 

 

石井 限られたトワイライトスクール施

設内には、保健室はありません。事務室

に消毒液など簡単な救急薬品は備えてあ

っても、養護教員はいません。アシスタ

ントで分からないときは、学校の養護教

員にお願いすることも出てきます。本来

的には職務外になるので難しい問題もあ

るのでしょうが、学校に在籍する子ども

なのだから、「何とかお願いします」と

いう場面も少なからずあったとは思って

います。私は、運営指導者の経験はない

のですが、在籍する子どもなのだから、

学校も協力しないといけないのではと思

っていました。 

 

松村 そうですね。 

 

石井 放課後子どもクラブ・トワイライ

トスクールが子ども局に移管されたと

き、私は教育次長でしたので、校長に

は、多少の権限が及ぶこともあったの

で、そういう点では良かったですね。そ

れと同時に校長の退職後の就職先がトワ

イライトスクールでしたから。 

 

松村 再就職先ですか。 

 

石井 再就職、当初は再々就職先でし

た。再就職先を後進に任せて、いわゆる

第二の人生を終えた人たちでもまだまだ

元気です。以前は概ね６1から 65 歳まで

で終わります。元気なのです。65 歳から

70 歳まで、トワイライトスクールで活躍

できるのではないかと、もともと子ども

が好きな人たちですから。 

 

松村 そうですね。 

 

石井 当初は。校長経験者とトワイライ

トスクールの事業運営者はお互いにウィ

ンウィンの関係だったわけです。 

 

松村 確かにその中で校長経験者だと、

地元のママともつながりがあるでしょう

から。 

 

石井 勤務した学区は原則はずすことに

なってはいたと思いますが、経験は生き

ると思います。 

 

松村 そうですか。 

 

石井 保護者とのコミュニケーションの

取り方は経験豊かなのですから。 

 

松村 今もトワイライトは基本的に、じ

ゃあ、元先生が？ 

 

石井 まとめ役は、原則 校長経験者。 

 

松村 知らなかった。 

 

石井 今は人材が少なくなってきて、教

頭経験者や、本来的には小学校経験者が
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望ましいのですが、中学校の校長経験し

かない方も担っていると聞いています。 

 

松村 トワイライトは、でも本当は、名

古屋市の子育て政策の中ではかなり成功

した事例として語られることが多いです

よね。 

 

石井 今、結果としてはいわゆる 1年生

の待機がありません。他都市では学童保

育の待機が問題になっていることがあり

ます。学童保育かトワイライトスクール

へ行けば、そこである一定時間、放課後

の生活を過ごすことができます。その振

り分けが今は自然とできているのでしょ

うね。午後 8時までとか 9時まで生活で

きるところや、その他にさまざまな民間

の学童保育ができて。5時までならトワイ

ライトスクール、長時間ならそうした施

設へ。ただ、ちょっと最近はトワイライ

トスクールに外国籍の子も増えてきてい

るし、経済的に恵まれない家庭の子が行

くところみたいになってきています。 

 

松村 お金は高いけどリッチな家庭とか

は、いろんな経験とかをさせてくれる民

間学童を選ぶ。 

 

石井 習い事的な体験や勉強をさせたい

なら、民間の学童保育が選ばれるのでし

ょうね。 

 

松村 勉強も教えてくれる。 

 

石井 勉強、教えてくれると思います。

そこから塾へも行くでしょう。 

 

松村 そういうお受験みたいな。 

 

石井 お受験みたいなところへ行く。そ

ういう面倒を見てくれるところもあるの

ではないでしょうか。下校して学童保育

へ行き、そこから学習塾へ行って、また

学童保育へ戻るということもできている

のではないかと思います。 

 

松村 中にはありそうでしょうね。 

 

石井 逆に言うと、外国籍の子たちとか

経済的に恵まれなくて行き場がなくて、

問題を抱えがちな子どもたちが少なから

ずいると思います。 

 

松村 ちょっとそこは本来、意図ではな

いけど、そういう社会階層とか、年収と

かに応じてそういうなんか。 

 

石井 悪循環的になっていったのかも知

れません。 

 

松村 結果としてなってきたって。 

 

石井 地域差があると思います。トワイ

ライトスクールは原則 3年生までなので

すが、昭和区の小学校では、それ以外の

子どももいて、いろんな学年の子どもと

交わって、様々な体験ができているので

はないでしょうか。 

 

松村 いろんな子どもたちと。 

 

石井 友だちができます。すると、私の

孫はトワイライトスクール好きでずっと

行っていました。一方で、乱暴な子とか
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手に負えん子がいて困っていると聞くこ

ともありました。トワイライトスクール

で当初、困っていたのは障害児への対応

です。基本的に、障害児を受け入れてい

なかった。障害児の放課後デイも少なく

て放課後の行き場がないと、状況に応じ

て受け入れざるを得ません。 

 

松村 そこでちょっとまたさっきの話じ

ゃないですけど、ちょっと優しくないか

もしれない部分があるっていうことです

かね。 

 

石井 トワイライトスクールと放課後デ

イをともに子ども局が所管をしていまし

たが、担当課が異なっていて、障害児施

策は、健康福祉局の所管の流れがあった

りして、トワイライトスクールとは十分

な連携ができてなかった気がしていま

す。 

 

松村 課題はまずそこですか。 

 

石井 障害児も二局に関係していたと思

います。障害児は個別指導計画を作り、

健全な成長を支援していかないといけな

いのですが、学校は在学期間中しか視野

になく、子どもが生まれたときから障害

があったら、学齢期を含めて、その発達

をフォローしていくのは健康福祉局の仕

事ではないかと、教育委員会のころに、

やり合った記憶があります。なかなか連

携が進まなかったです。結局、今はでき

ているのでしょうか、子どもの個別指導

計画。学校は在学時を含めて、個別指導

計画を作るには専門性が十分ではない。

障害のある子どもの、卒業後までも含め

て、見通した計画までは、なかなか立て

られないです。 

 

松村 じゃあ、そこを本当に空白地帯と

いうか、責任を持ってする行政の部署が

あまりかちっと決まっていない？ 

 

石井 学校は校内の指導は責任もって行

います。しかし、障害児が、放課後デイ

のどこへ行くかは、保護者が選びます。

費用負担もあるので、学校があまり関わ

ることができない。在校時間は責任をも

って面倒をみます。障害児に関連して、

教育委員会時代に行った、学校生活介助

アシスタント事業は、保護者にも学校に

もすぐに受け入れられました。制度上

は、障害児は障害の種類、程度に応じ

て、障害児学級なり養護学校に入ること

になっていました。普通学級で学ばせた

いとする親の願いやさまざまな事情で地

域の普通学校に入る子どもが増えてきて

いました。 

 

松村 ありますね。 

 

石井 想定外のことなので教員の手当て

はされていません。担任すると教員は大

変になるわけです。本人の学習を助けた

り、安全を確保したりするために、学校

は親の付き添いを条件に入学を認めるこ

とが多かったのです。保護者は家事等を

犠牲にして付き添うことになります。そ

うしたお母さんなどの付き添い者の負担

を軽くするためにアシスタントを派遣す

る予算を確保したのです。当初は、年間

で、保護者の付き添い時間の概ね 3分の 1

の時間が目安でした。今は、それ以上に
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アシスタントの派遣がされていると聞い

ています。 

 

松村 それは、じゃあ、障害児の家庭が

払うのではなくて、学校がお金をつけ

た。 

 

石井 名古屋市の予算です。多動傾向の

子どもは、本人はもちろん周りの子ども

の安全を確保するためには、常時、アシ

スタントが一緒にいる必要があります。 

 

松村 大変ですからね。 

 

石井 時間だけでなく、内容的にもさま

ざまな要求が増えて、形を変えながら充

実してきていると思います。 

 

松村 ちょっと調べてみます、後で。 

 

石井 お願いします。 

 

松村 でもそれは、そのお母さんのウェ

ルビーイングとか、働きとか、再就職と

いう点からもすごく望ましい気はしま

す。 

 

石井 男女共同参画が当たり前になって

きて、両親、働いている家庭が当たり前

になってきました。障害のある子どもの

家庭には、なぜか単身家庭が少なくない

です。 

 

松村 そうかもしれません。 

 

石井 母親も働くのが前提。養護学校へ

の進学をもちかけても、インクルージョ

ンの考えも当たり前になり、なかなか入

学に至るまでが難しくなっていました。

加えて、養護学校の定員の問題もありま

した。 

 

松村 地理的な問題もありますね。 

 

石井 地域の学校で面倒を見るケースが

多くなってきていました。アシスタント

は、保護者、学校の双方の要望に叶う事

業だったと思います。 

 

松村 それは石井先生が局長になられた

頃ですか？ 

 

石井 教育委員会指導室で、障害児教育

を所管しているときでした。 

私が指導室に在籍していたときを含

め、教員やアシスタントなど人の手を学

校に増やすのが、念願でした。いろいろ

な理由・理屈を考えました。例えば、不

登校が多い学校には不登校対応の非常勤

講師を派遣しました。その中の一つが、

学校生活介助アシスタントでした。さま

ざまな種別の非常勤講師を予算要求し

て、各学校に内容は異なっても、一人は

非常勤講師が配置できるようにと思って

いました。 

 その当時、正規の定員は、県費負担職

員なので、愛知県が職員定数を決めてき

ます。しかし、それでは手一杯になって

きて、市立学校の定数を増やすのは基本

的には教職員課の担当なのですが、指導

室は非常勤講師などの派遣できる人数を

割と持っていました。例えば。不登校児

童生徒が一定数在籍する学校には県費で

の教員加配がありました。しかし、数的
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には、それに及ばない学校でも苦労して

いる学校には指導室が非常勤講師で派遣

するようなシステムを作っていました。 

 

松村 それ、松原市長さんの時代ですか

ね。 

 

石井 そうです。確かに、松原元市長は

教員出身でしたので、教育には理解を示

して予算を配当してくれていました。だ

から、そういうことで言うと、子ども局

に行ったときには、最初にお話しした、

児童養護施設やら、細かいことは記憶に

ないですが、予算がないので、規模の縮

小をしたことがあります。予算削減の中

で、大きなことはできない時代でした。 

 

松村 分かりました。じゃあ、また後で

何か思い出されたら伺うことにして、最

後から二つ目の質問ですけれども。石井

先生、先生出身ということで、ぜひ今日

お伺いしたかったんですが、先生のまず

アイデンティティーとして行政官という

か、ずっと先生っていう感じですかね。

変な質問ではあるんですけど。 

 

石井 行政組織に 19 年、教員として 19

年で。19 年のうち中学校の校長、教頭の

経験が 3年です。残り、16 年の新任から

の 9年間を小学校で過ごしました。その

後の 7年間を中学校で教えていました。

その経験は私にとって大きいです。原点

と言えるかも知れません。教員出身です

ので、教育委員会が長くて、最後の３年

だけ子ども青年少年局です。いずれにし

ても、全部、子どもに関わっていたこと

になりますが、教育委員会の指導室で、5

年間過ごしたことで、教員のアイデンテ

ィティーがしっかり培われたのでないか

と思います。 

 

松村 分かりました。じゃあ、ちょっと

その上で今、先生たちを取り巻いている

状況がすごく変わってきて、さっき先生

がおっしゃったように、校内暴力から虐

待、いじめ、不登校などがある中で、学

校の先生が働ける限界とか、もしかした

ら昔と違って距離感とかも変わってきて

いるかと思うんですけど。結構、石井先

生が局長でいらしたときにも、そういう

新しいというか、子どもに関係する今日

的な問題がどんどん発生していく中で、

学校の先生の役割なども考えることがあ

ったりしたのかなと思ったりもするんで

すけど。 

 

石井 難しいおたずねですね。今、考え

ているのは、子どもは心身一体の個体だ

と思うのです。ところが、その個体を教

員は一つのまとまりというか全体とし

て、受け止めないといけないと思うので

す。 

 

松村 全体として。 

 

石井 一人一人の子どもの個体を一つの

まとまった全体としてです。 

 

松村 先生は受け止めているわけです

ね。 

 

石井 その中には家庭の背景とか、能力

とか、性格とか、習い事とかなど、いろ

いろあるわけです。それを全部、受け止
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めてなくては、子どもと本当に付き合え

ないというのが私の考え方です。ところ

が、それを今、分断しつつあるのではな

いかと思います。部活は外部の指導者、

心の問題はカウンセラーなど。中学校は

教科担任制で担当教科以外のことは分か

らない、小学校でも教科担任制がいくつ

かの教科での導入が始められています。

確かに利点も多くあるとは思いますが、

それで子どもの生活や思いの全体像がつ

かめるか、心配に思うわけです。 

 

松村 かつてだったら、担任が全部を見

られていたかもしれませんが、現在は細

分化され過ぎて、却って全体を見られる

人がいないと。 

 

石井 確かに子どもの生活全体に関わろ

うとして、忙しかった面もあります。全

体をつかまざるを得ないというか、そう

いう環境だから努力してきたと言えま

す。どちらが望ましいのかは、今は分か

りません。働き方改革で教員の時間外労

働が軽減され、リフレッシュできるよう

になるのはいいことだと思います。部活

の問題でも切り離していいけど、これま

で教員が部活を担当することで培われて

いた、子どもとのコミュニケーションを

今後どのように構築するのかが、今は模

索段階です。 

 

松村 確かに、部活の地域移行とかで民

間とかに預けると、部活でポロッと見せ

た本当の気持ちだとか表情とかを、先生

は逆に言うとつかめないですもんね。 

 

石井 部活の中で救われてきていた子ど

もの気持ちも少なからずあったとは思い

ます。忙しくはあったけど、教員が授業

で教えるだけでなく、部活を指導してい

ることで、「先生、忙しいから大変だ

ね」との保護者の目があったと思いま

す。 

 

松村 確かにね。 

 

石井 保護者はこれまで、忙しくて、大

変だねといった目で見てくれていたと私

は思います。部活を外部に任せて、必然

的に心の問題も学校内の生活だけに限ら

れることで、「先生は、何やるの、学習

指導だけ」という保護者の声が大きくな

ると思います。学校の教員が学習指導、

教え方で学習塾以上の成果か求められる

ようになることが予想されます。 

 

松村 そうかもしれないですね。 

 

石井 テスト対策、受験対策では、ノウ

ハウがないので、学習塾の後追いになる

でしょう。かといって、現在の受験シス

テムが良いかどうかは分かりません。学

校の勉強をしっかりしていれば、受験対

策をしなくても進学できるようにならな

ければと私は考えています。愛知は、高

校入試がそうでした。 

 

松村 内申が高かったということです

か。 

 

石井 そう。公立高校が優位で、内申点

重視の受験システムです。有名校と呼ば
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れる私学が少なく、私立高校間の競争も

少なかったと思います。 

 

松村 そうだったですね。 

 

石井 小学生の中学校受験もあまり多く

なく、そのための受験塾も多くはなかっ

たと思っています。 

 

松村 そうかもしれません。 

 

石井 やっと近年、大学の付属高校が男

女共学化して特色を出して進学希望者が

増えてきていると感じています。かつて

の、中京高校とか愛知高校、東邦高校や

名城高校は、男子校が共学化したことに

よってレベルが上がった感じがしていま

す。女子高は厳しい状況ではないでしょ

うか。桜花高校もバスケットなどの部活

で特色はありますが、大変なのではない

かと思います。逆に伝統のある女子高、

金城、淑徳、椙山、南山の女子部は志望

者が安定しているのではないでしょう

か。中学校男子では東海中学はこれまで

同様に難しく、名古屋学院中学校も近年

志望者が増えてきていると聞いていま

す。 

 

松村 そうですね。 

 

石井 名古屋学院はサッカーが強くなっ

て人気を集めていると思います。 

 

松村 確かにそうですね。 

 

石井 東海に並んで、名古屋学院、愛

知、愛工大名電もこれから志望が多くな

り、難しくなるのではないでしょうか。

こうした私学受験の趨勢に、公立中学校

はどう対応していくのか難しいところで

す。ギガスクール構想、タブレットの利

活用で私学と肩を並べることができるの

でしょうか。公立学校は人間性を大切に

する全人教育の場として頑張る、確かな

道を築くことが求められているではない

のでしょうか。学校で闇バイトをやって

良いとは断じて教えていません。犯罪に

巻き込まれる危険のあることを教えてい

ると思います。でも、結果、なぜか闇バ

イトに応募する若者が少なからずいるの

か、真摯に考えなくてはならない状況で

はないでしょうか。 

 

松村 確かに、かつてだったら部活とか

で押さえ付けていたようなところもあっ

たかもしれないけど、ずっとその子を気

に掛けていたような先生たちとの関係性

が今、切断されていますからね。 

 

石井 教科のテスト結果など学習の評価

のみが、教員との関わりになる寂しさ、

危うさを感じています。 

 

松村 そこで本当にその子全体を見て指

導できる立場の人がいないかもしれない

ですね。先生はそうだった。かつてはそ

うだったかもしれないけど。 

 

石井 それに代わるシステムがまだでき

ていない。かといって先生に今まで同様

に頼っていくことはできません。働き方

改革は必要です。それではどうするか

が、今は、見えないのです。野球なんか

でも部活での活躍度などを鑑みて、進学
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先を振り分けてきた面もあります。ある

意味それが部活指導者の生きがいだった

側面もあると思います。誤解や疑惑を招

く面が無かったとは思いません。私学と

個人の思惑が結び付いてね。しかし、そ

れはそれで一生の付き合いになっている

子どもたちもいるわけです。今後、部活

の外部指導者、地域の経験者とか、退職

した教員などによる限られた指導者の中

でできていくのか、と心配されます。で

は、もう一度、中学校の教員に戻すか

は、また違うような気もします。 

 

松村 本当、学校の先生の役割、難しい

ですね。過渡期なのかもしれませんが。 

 

石井 働き方改革を通して、どのような

教員を目指していくか、先が見通せない

難しい時期だと思います。学習指導、教

科指導だけに保護者の期待がかけられる

と苦しいです。タブレットの利活用に始

まる情報教育、生成 AI への対応など、新

しいことをこなすことも、忙しいことを

言い訳にはできなくなります。それも苦

しさを増すのではないでしょうか。 

 

松村 そうですよね。 

 

石井 小学校の英語活動。名古屋市は当

初から英語アシスタントを導入して、担

任が一人で指導することはありませんで

した。音楽も今は、専科教員が配置され

担任が行うことは少なくなったと思いま

す。私は、小学校が新任でした。ピアノ

が弾けなくて、就職してから習いに行き

ました。 

 

松村 そうですか。 

 

石井 簡単な伴奏を考えてもらい、練習

しました。 

 

松村 でもすごい向上心というか、何と

いうか。 

 

石井 1 学期に 1曲ぐらいはある程度、弾

けないと子どもの期待を裏切りますよ

ね。時がたつと、だんだん便利になって

きて伴奏カセットテープができました。

随分、助けられました。5、6年生を担任

したときは、ピアノを学んでいる上手な

子どもがいるので、その子に伴奏しても

らっていました。専科教員が配置される

ようになって、音楽を教えることは、少

なくなりました。 

 

松村 そうですか。本当に先生が音楽を

されたのですね。 

 

石井 その頃は、子どもも、先生は音

楽、苦手で、下手でもしょうがないかな

って目で見ていて、保護者も大目に見て

くれていたと思います。今は、そんなわ

けにはいかなくて、専科の教員は大変だ

と思います。専門化していくと、要求も

高くなるので、教員も苦しくなりますよ

ね。 

 

松村 専門家した分、担当されたところ

ではかなり高いレベルを。 

 

石井 要求が出てくるでしょう。 

 

松村 それはそうですね。 
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石井 今は、大学卒業したばかりの教員

に、新卒なら教え方が上手くいかなくて

も仕方ない、しばらく見守るかなとはな

らないですね。 

 

松村 そうかもしれません。 

 

石井 誰に担任されたとしても、しっか

り教えてもらわなくては困るとの思いが

強いと思います。保護者に新任の教員を

育てようという気持ちがないように感じ

ています。 

 

松村 一方で、要求ばかりであると、20

代とかの先生がちょっと。 

 

石井 適応障害を発症したり、退職した

りするのを見聞きします。 

 

松村 そのような報道も増えています

ね。 

 

石井 そんな状況を見たりするから、教

員志望者は減ってくるのでしょうね。 

 

松村 そうですね。 

 

石井 給料は安いし、そうした働く環境

を容易に見聞きすることができます。今

は、情報化社会だから。そうすると、や

りがいのある仕事とは思えなくなるので

しょうね。中には、元来の子ども好きな

人はそれでも希望はすると思いますが。

中には、小学校の先生、中学校の先生が

良かったから、私もなりたいと考え、教

職に就く者もいます。教師として上手に

育てたいと思うけど、生半可ではなかな

か難しいです。 

 

松村 昔から、先生たちの過酷な状況

は、おそらくあったとは思うんですけ

ど。周りが、先生たちの個人的な思いに

ある程度依存というか、甘えていたよう

なところもあったのではないかと。今、

それがだんだん変わっていく一方で、先

生たちへの要求は高くなっていて、先生

たちって本当に苦しい立場というか。

今、如何に子どもを支えるかだけではな

く、如何に先生同士で支え合っていくか

という観点も必要かもしれないですね。 

 

石井 それは本当にそう思います。それ

は、企業でも一緒でしょう。入って 3年

経たないですぐに辞めていくっていうの

は。 

 

松村 退職代行とかなんか。 

 

石井 そういう時代ですから、石の上に

も 3年なんていう言葉は、死語とも言え

るのかな。夢、見て、次へいけば何か良

いことあると思っての転職なのでしょう

が、転職してキャリアアップしていくこ

とはなかなか難しいのではないでしょう

か。 

 

松村 今、新しい、もしかすると望まし

いかもしれない動きとして、中途の先生

も増えてきています。30 代とか 40 代で民

間企業から先生になる人も、昔と比べて

増えていると思うんですけど、その点に

ついて、何かご意見がありますか。 
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石井 あまりそうした方とめぐり合った

ことがないので、途中転職で教職に就か

れる方々の問題点は、よく分かりませ

ん。 

 

松村 分かりました。 

 

石井 キャリアを生かしてくれれば、中

学生のキャリア教育のモデルになり得る

でしょうし、学校という職場は割にチー

ムプレイのところだから、そこになじめ

れば貴重な存在になるのではないでしょ

うか。 

 

松村 確かにそうですね。 

 

石井 バランス感覚が大切だと思いま

す。しかし、バランス感覚が良くて、周

りが見える人はなかなか転職してこない

のではという気はしています。少ない経

験の中では、成功した事例をあんまり見

ていません。事例が少なかったせいもあ

りますが。 

 

松村 そうかもしれないですけどね。分

かりました。最後の質問ということで、

名古屋市の子ども関係の行政職員だとか

NPO だとか、子ども施策に広く関わる人に

対する先生のメッセージとか期待とか要

望とかでも、ちょっとお話しいただけれ

ばありがたいです。 

 

石井 先ほど触れたように、子どもはそ

の個体で一つのまとまりを示していると

考えています。いろんな面を持っている

から、そのいろんな面をとにかく受け止

めて。できる範囲は限られているかもし

れません。自分の仕事はこの分野だけ

ど、決められた分野だけで見ていると、

子どもの一つの面だけで見誤ることもあ

ります。だから、多面的に、全体として

受け止めてほしいです。どう伝えたらよ

いのか分かりませんが、その子どもを丸

ごと引き受けるという気概が大切と思い

ます。これはもう関係ないから知らない

ではなく、切り捨てたり、切り分けたり

するのでなく、丸ごと引き受けて欲しい

なと思います。 

 

松村 だから、役割としては時代の趨勢

としては確かに、細分化することはある

かもしれない。確かに先生の軽減負担は

重要かもしれないけれど、全体として子

どもを見るっていうことの重要性だとか

っていうことを忘れないでほしいってい

うことでもありますかね。 

 

石井 そうです。細分化して、見る目は

必要でしょうが、そこに終始するのでは

なく、人として、全体として見てほしい

っていうことを強く思います。 

 

松村 分かりました。本当にありがとう

ございました。 

 

               （了） 
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